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10月22日(土)、「三中祭」が開催され

ました。市内が感染拡大傾向にある中、

一時開催が危ぶまれましたが、マスク

を着用しての合唱コンクール、保護者

観覧の入れ替え制など多くの制限に御

理解と御協力をいただきましたこと、

まずもって保護者の皆様に感謝申し上

げます。ありがとうございました。

合唱コンクールはマスクを着用して

いるにも関わらず、本当に素晴らしい

響きとハーモニーを奏で、展示作

品は個性溢れる丁寧な仕上がりの

力作揃い、ステージライブはユー

モアやプロ並みのパフォーマンス

が飛び出すなど生徒達の見事な表

現活動が輝いていました。三中祭

スローガンは『Challenge～ One for
all All for one～』でした。一人はみんなのために、みんなは一人のために、一つの目標に向
かって挑戦しようとする姿勢を示したものです。スローガン通りに全校一丸となって大成功を

成し遂げた三中祭。このスローガンこそ秀峰会の見事な作品だったと感じます。

三条市事業「平和学習講座」が10月12日(水)に行

われました。広島平和記念資料館から講師の松尾洋

子様をお迎えし、核兵器の恐ろしさ、平和の尊さに

ついて、多くの写真資料や映像による体験者の証言

などをもとにお話をいただきました。８月に三条市

広島平和祈念式典中学生派遣に参加した生徒会長が

この平和学習講座に先だって10月４日の生徒朝会で

平和祈念式典や資料館で学んだ内容を全校生徒にし

っかりと発表してくれました。また、10月中旬の１週間ほどは原爆の悲惨さを訴える絵画展を

会議室で行い、授業内で絵画観覧を行う取組も行いました。今、世界情勢の報道に触れる度に

平和の危機を感じることが多くなっています。私達にとって、戦争の悲惨さや核兵器の恐ろし

さを学び平和の尊さを追求することがより一層重要なことになっていると感じます。講演の最

後に「私たちにできることは何か」と言う問いと、「まずは身近な人間関係から絆をつくり上

げていくことの大切さ」を訴えていただきました。ありがとうございました。



毎年実施する三条学園小中合同事業の「いじめ見逃しゼロスクール集会」、今年度のテーマ

はアンガーマネジメント（怒りのコントロール）でした。感染症対策として、体育館で集う三

中全校生徒と裏館小学校、上林小学校の高学年各クラスをリモートでつなぎ、ハイブリッド方

式で実施しました。小学生の皆さんの集中している様子もスクリーンから伝わりました。

講師の波多野儀弘様（日本アンガーマネジメント協会所属）からはご自身の若い頃の経験を

もとに怒りの感情を自ら管理することの重要性や方法について御講演いただきました。生徒た

ちは人間の自然な「喜怒哀楽」がとても重要なもので、怒りも含めて大事にしなければならな

い感情であることを学びました。また、同時にその感情が人を傷つけたり物を壊したりするよ

うなことにならないよう、自分の中で管理したりコントロールしたりする具体的なスキルをロ

ールプレイングによって学ぶことができました。来年は感染症に伴う制限制約がなく、地域の

方々からの参観もいただけるようなスクール集会になることを願っています。

今季最後の新人大会は10月５日(水)に行われてた柔道と陸上競技です。18日(火）の全校朝

会で報告会が行われました。また、各種冠大会の表彰も合わせて行いました。入賞した皆さん

おめでとうございます。勝っても負けても悔いのない試合ができたかどうかが大切ですね。

新人大会がすべて終了し、来年の公式戦本戦（中越地区大会以上の大会）に向けた熱い闘い

のスタートはすでに切られました。これからの日々の練習の成果が来年の結果を生むことは十

分に承知している１，２年生の皆さん。目標に向かって努力する姿を期待しています。

【新人大会結果報告】

柔道競技 団体戦１回戦 対長岡東中０－３ 惜敗

個人戦１年男子50㎏級 第３位 同60㎏級 第３位

陸上競技 四種競技 第１位＜大会新記録＞

【各種冠大会】

テニス

三条市ジュニアソフトテニス大会

中学生女子Ａクラス 第３位

女子バレーボール

三条市少年少女バレーボール大会 第２位


